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１.０ｍ×０.６ｍ×０.６ｍ

仕　様　書 
１　件　　名 

栃木県宇都宮市茂原１－５－４５　陸上自衛隊宇都宮駐屯地 

３　役務概要

番号

１

２

３

４

５

６

８

９

７

規格（縦×横×水位）

０.６ｍ×１.２ｍ×０.６ｍ

０.６ｍ×２.５６ｍ×０.４ｍ

０.７ｍ×２.１ｍ×０.６ｍ

０.６ｍ×１.８ｍ×０.４ｍ

１.０ｍ×０.６ｍ×０.６ｍ

０.６ｍ×１.８ｍ×０.５ｍ

０.６ｍ×２.４ｍ×０.７ｍ

０.６ｍ×１.２ｍ×０.７ｍ

合　計

汲取予定水量

０．４３２m3

０．６１５m3

０．８８２m3

０．４３２m3

０．３６０m3

０．３６０m3

０．５４０m3

１．００８m3

０．５０４m3 燃料スタンド（ドラムヤード側）

燃料スタンド(スタンド側)

７号整備工場（東側）

７号整備工場（南側）

７号整備工場（北側）

９号整備工場

洗車場

１９号電源施設

ボイラー燃料タンク

油分離槽設置場所

(2)　作業内容

ア　役務の場所にて、上部油分及び下部沈殿汚泥をバキューム車により汲み取る。

イ　油分離槽内の中間水を汲み取り、一時保管する。

ウ　高圧洗浄機等により、壁面及び仕切り板を洗浄する。

エ　洗浄後の水を汲み取る。

オ　手順イで汲み取った水を槽内に戻す。

カ　作業当日のうちに、汲取物を役務の場所から搬出する。

キ　汲取物を処理場にて最終処分、もしくは処分委託者に委託する。

工　事

名　称
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仕様書

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

縮　尺

図　示

図面

番号
２／３

(3)　その他

ア　請負者は、油分離槽の清掃に関する知識及び技能を有するものが行なうものとする。

イ　清掃作業完了後は監督官の目視点検により、付着物の除去を確認するものとする。

ウ　役務において使用する器材等及び消耗品は受注者にて準備するものとする。

エ　洗浄終了後、監督官の確認を受けてから作業を実施するものとする。

オ　汲み取った油分、汚泥及び洗浄水は、関係法令に基づき適正に処分し、マニフェスト（Ａ２　役務場所

油分離槽予定汲取数量

油分離槽汲取処分　９箇所

Ｂ２・Ｄ・Ｅ票）を監督官へ提出すること。

４　一般事項

約５．０００m3

令和　７年　４月　８日

（０７）油分離槽汲取清掃処分役務

督官の指示する箇所を撮影し、整理の上１部提出するものとする

(1)　本役務は本仕様書による他、関係諸規則及びメーカー仕様によるものとする。

(2)　本仕様書に疑義が生じた場合は、監督官と協議を行いその指示に従うものとする。

(3)　役務実施に関して、隊員及び部外者に損傷等を与えた場合、または施設等に汚損を与えた

(4)　本役務に必要な電気及び水道は、全て請負者の負担において用意するものとする。

(5)　作業現場及び許可された場所以外への無断立入等は厳禁とする。

(6)　役務写真は、各作業の作業前・作業中・作業終了、作業後隠蔽になる箇所並びにその他監

(7)　役務完了後は、作業現場の跡片付け及び清掃を行うものとする。

５　特記事項

(1)  油分離槽の規格及び予定汲取数量については以下のとおりとする。

（０７）油分離槽汲取清掃処分役務



陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

縮　尺

図　示

日光

ＪＲ日光線

東武宇都宮線

宇都宮駐屯地

東武宇都宮

河内

盛岡

福島青森

国道４号線

国道１２３号線

国道新４号線

真岡

石橋

石橋

東京雀宮駅国道４号線

ＪＲ東北本線

東北新幹線

宇都宮駅

②１９号電源施設

①ボイラー燃料タンク ③洗車場

⑦７号整備工場（東側）

④９号整備工場

⑤７号整備工場（北側）

⑥７号整備工場（南側）

管理科事務所

⑧燃料スタンド（スタンド側）

⑨燃料スタンド（ドラムヤード側）

駐屯地案内図　　S=1/X 駐屯地配置図　　S=1/X
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図面

名　称

件　名

案内図、配置図

国道１１９号線

NN

３／３（０７）油分離槽汲取清掃処分役務

令和　７年　４月　８日


